
               PRESS RELEASE 
 

2018年 6月 8日 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

（2018年 6月 5日、サンタクララ、Built to Change Summit発） 

CA Technologies（本社：米国ニューヨーク州、マディソン・アヴェニュー、CEO：マイケル・グレ

ゴア）は、今年で 2回目となる「Built to Change Summit」において、将来に向けてメインフレーム

の能力を引き出すとともに、モダン・ソフトウェア・ファクトリの新たな可能性を開花させる新し

い最先端ソリューションを発表しました。CA  Brightsideと IBMとの新たなパートナーシップは、

お客様が IT基盤を近代化してイノベーションを加速できるよう支援することを目指したもので

す。また、SaaS型のソリューションである CA Mainframe Resource Intelligenceは、パフォーマンス

最適化のための策定や推奨を通じてメインフレームの ROIを高めるようお客様を支援します。 

 

メインフレームにおける DevOpsの次の段階  

CAとその長年のパートナーIBMは、IBMの Cloud Managed Services on z Systems（zCloud）向けの

新サービスを共同開発し、販売する戦略的パートナーシップ契約の締結を発表します。この提携に

より、ビジネス・クリティカルな運用をメインフレームに依存しているお客様は、IBMの zCloud

製品の開発、テスト、アプリケーション管理、規制準拠サービスにすばやくアクセスして、ビジネ

ス面のレジリエンシー（回復力）、効率性、ワークフォースのアジリティを実現することが可能に

なります。 

 

IBMと CA Technologiesは今後、新しくリリースされた CA Brightsideを含むメインフレーム用のソ

フトウェア・ソリューション群をお客様に提供していきます。IBM zCloudで初めて利用できる CA 

Brightsideは、メインフレームをエンタープライズの DevOpsワークフローに容易に統合できるよう

にするものです。CA Brightsideは、開発チームの生産性を向上させるために開発された初めてのソ

リューションで、他のクラウド・プラットフォームと同様、使い慣れたオープンソース・ツールを

使用して、メインフレームを対象として管理、スクリプトの作成、およびビルドを行うことができ

ます。 

 

IBM Global Technology Services インフラストラクチャ・サービス担当ゼネラル・マネージャ 

Philip Guido氏 

当社のお客様は自社のデジタル・トランスフォーメーションを加速しており、またその多くがデジ

タル・トランスフォーメーションの不可欠の要素としてメインフレームを取り入れています。お客

様を支援するため、IBMは Cloud Managed Services on z Systemsを投入しました。このサービス

は、IBMメインフレームのセキュリティとパワーを IBM Cloudの柔軟性とスケーラビリティと融合

させるものです。IBMと CAは、企業のデジタル・トランスフォーメーションにおけるプラットフ

ォームとしての役割を深化させることに全力を上げています。 

 

Cloud Managed Services on z Systemsを使用するお客様はまた、CAのツールを活用してコスト削減、

アプリケーションの展開のスピードアップ、そして以下のソリューションとの統合が可能です。 

CA Technologies、メインフレームへのアクセシビリティの強化によって 

潜在的な価値を引き出す新ソリューションを発表 
 

～開発者に優しいソリューションと新たな IBM との提携でメインフレームへの CAの意気込みが示される～ 

（本資料は、2018年 6月 5 日 Built to Change Summit にて米 CA が発表した情報の抄訳です） 

https://www.ca.com/content/dam/ca/us/files/brochures/built-to-change-summit.pdf
https://www.ca.com/us/modern-software-factory.html
https://www.ca.com/us/products/ca-brightside.html
https://www.ca.com/jp/products/mainframe-mri.html?intcmp=searchresultclick&resultnum=1
https://www.ibm.com/us-en/marketplace/managed-cloud-environment-for-z-systems
http://investor.ca.com/news-releases/news-release-details/ca-technologies-showcases-new-solutions-unleash-untapped-value
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 CA Brightside: Jenkins、Gradle、IntelliJなどの既存のオープンソスのツールとフレーム

ワークを使用し、コマンドライン・インターフェイスを通じてメインフレーム用のアプ

リケーションを簡単に開発することができます。 

 CA Service Virtualization: アプリケーションを短期間でテスト・変更し、企業がクラウ

ドでメインフレームのテストと開発を容易に進めることができるようにします。 

 CA Mainframe Operational Intelligence: クラウド内のアプリケーションを監視し、既存の

デジタル・パフォーマンス管理ソリューションに統合します。 

 CA Data Content Discovery: データを検出・分類・保護することで、顧客の個人識別情

報を保護し、法令遵守に対応します。 

 

CA Technologies メインフレーム担当ゼネラル・マネージャ Greg Lotko 

CAと IBMは、ITの保有、従業員の進化、今後現れるセキュリティ上の問題などのコスト上昇とい

うお客様の課題を克服するために、お客様を支援できる機会があると考えています。両社はとも

に、メインフレームの信頼性を DevOpsのスピードおよびアジリティと組み合わせることで、あら

ゆる企業にこれまでの投資の価値をさらに高める機会をもたらします。 

 

これらのソフトウェアとサービスは、北米向けにはすべての IBM Managed Cloud Services for z 

Systemsのお客様には本日から提供され、その他の地域のお客様には 2018年中に順次提供される予

定です。 

 

自動化によりメインフレームの ROIを早期達成 

CA Mainframe Resource Intelligenceは、メインフレームへの既存の投資から最大の価値を引き出す

ための業界初のソリューションです。事業成果を数ヶ月単位ではなく数日単位で達成するための実

用的なインサイトと実際的な手順を含むレポートを提供するこの SaaSベースの評価サービスは、

スキャニングと異種データの収集を自動化し、潜在的な節減、最適化、投資シナリオを評価し可視

化します。このことはかなり大きなインパクトがあります。というのも、メインフレーム・クライ

アントの大多数（78％）が MIPSを 10％*成長させようと予定はしていても、そのほとんどが追加

の予算やリソースが調達できていないからです。 

 

Dollar Bank 情報システム部門担当副社長 Phil Mangis氏 

私たちはメインフレームを使用して、さまざまなビジネスを遂行しています。そこで重要なのは、

できるだけ効率的に運用することです。最適化のプロセスは苛酷で、延々と続く労働集約型の作業

です。CA Mainframe Resource Intelligenceの能力には大きなチャンスがあると見ています。当社の

メインフレーム上で何が起きているのかを素早く提示してくれるレポートやベンチマークと即座に

実施できるインサイトを、データの自動化と組み合わせることで当社の事業にもたらしてくれるこ

とに期待しています。 

 

CAは、これらの新しいメインフレーム環境の技術革新に加えて、包括的なエンタープライズ・ソ

フトウェア・ポートフォリオ全般にわたる一連の新ソリューション、新機能を発表しました。 

 

参考情報 

 ブログ: 「IBM and CA Offering the Power of the Mainframe and the Flexibility of the Cloud」（IBM

と CAがメインフレームのパワーとクラウドの柔軟性を提供）。Philip Guidoおよび Greg Lotko

の共作（英語） 

https://www.ibm.com/blogs/think/2018/06/ibm-ca/ 

 ビデオ: 「CA Brightside」  

https://www.ca.com/us/collateral/videos/ca-brightside-mainframe-interaction-framework.html 

 インフォグラフィックス: 「CA Technologies Solutions for zCloud」 

https://www.ca.com/content/dam/ca/us/files/infographic/power-digital-transformation-ca-

technologies-solutions-for-zcloud.pdf 

www.mainframe.ai 

https://www.ca.com/us/products/ca-brightside.html
https://www.ca.com/jp/products/ca-service-virtualization.html?intcmp=searchresultclick&resultnum=1
https://www.ca.com/jp/products/mainframe-operational-intelligence.html
https://www.ca.com/jp/products/ca-data-content-discovery.html?intcmp=searchresultclick&resultnum=1
https://www.ca.com/jp/products/mainframe-mri.html?intcmp=searchresultclick&resultnum=1
https://www.ibm.com/blogs/think/2018/06/ibm-ca/
https://www.ibm.com/blogs/think/2018/06/ibm-ca/
https://www.ca.com/us/collateral/videos/ca-brightside-mainframe-interaction-framework.html
https://www.ca.com/content/dam/ca/us/files/infographic/power-digital-transformation-ca-technologies-solutions-for-zcloud.pdf
https://www.ca.com/content/dam/ca/us/files/infographic/power-digital-transformation-ca-technologies-solutions-for-zcloud.pdf
http://www.mainframe.ai/
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 *Arcati Yearbook, 2018 

 

CA Technologiesについて 

CA Technologies (NASDAQ: CA) は、ビジネスの変革を推進するソフトウェアを提供し、アプリケ

ーション・エコノミーにおいて企業がビジネス・チャンスをつかめるよう支援します。ソフトウェ

アはあらゆる業界であらゆるビジネスの中核を担っています。プランニングから開発、管理、セキ

ュリティまで、CAは世界中の企業と協力し、モバイル、プライベート・クラウドやパブリック・

クラウド、分散環境、メインフレーム環境にわたって、人々の生活やビジネス、コミュニケーショ

ンの方法に変化をもたらしています。CA Technologiesの詳しい情報については、

<http://www.ca.com/us.html>(米 CA Technologies)、<http://www.ca.com/jp> (日本)をご覧ください。

また、ツイッターについては、https://twitter.com/ca_japanをご覧ください。 

 

*本文中に記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

この件に関する報道機関からのお問合わせ先： 

CA Technologies 

〒102-0093  東京都 千代田区平河町 2-7-9 JA共済ビル 9階 

コーポレート・コミュニケーション部  

ＴEL: 03-6272-8110  FAX: 03-6272-8115 

e-mail： ca-pr@kyodo-pr.co.jp 
 

http://www.ca.com/us.html
http://www.ca.com/jp
https://twitter.com/ca_japan

